
 

《ⅱ 日常生活の安心感を高める》 

 1.食品の安全性の向上 
 

１ 食品健康危害防止の推進 

食品関係団体等の自主的な衛生活動を強化し，営業者の衛生意識の向上を図るとともに，  

ＨＡＣＣＰシステムによる衛生管理手法を普及し，営業者の自主管理を促進する。 

また，食品関係団体，食品関係部局等との連携を強化して，食品の安全確保体制の強化を図

るとともに，食品安全条例に明記された不良食品をなくすための取り組みについて普及推進を

図り，食品による健康被害の未然防止を推進する。 

 

(１) 事業者の自主衛生管理の促進（平成 8年度開始 令和 4年度予算：5,895 千円 市単独） 

  【事業の目的･内容】 

    衛生講習会等を実施し，食品営業者や食品衛生責任者等の資質向上を図るとともに，食

品関係団体の活用により事業者の自主的活動を活性化させ，食品営業施設の自主管理の徹

底など衛生水準の向上を図る。 

    根 拠 法 令 等 主管課・グループ 

食品衛生法，食品衛生法第５０条第２項の基準を定める

条例，食品安全条例 
生活衛生課食品衛生グループ 

 

《実 績》 

① 食品営業者衛生講習会の実施 

 
令和元年度 令和２年度 令和３年度 

回数 受講者数 回数 受講者数 回数 受講者数 

学校等給食関係 １０ ８２０ ０ ０ １ Web 開催 

一般営業者関係 ２５ ８６６ １５ ４２４ ８ １９６ 

 

②（社）栃木県食品衛生協会に対する委託事業の実施 

食品衛生責任者講習会の実施状況 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

講習会 養成 再教育 養成 再教育 養成 実務 

開催回数 １１ １９ １２ ２３ １１ ２５ 

受講者数 ５１５ １，３１４ ３６５ ８１５ ５０４ １，５５８ 

 

③ 食品衛生推進員活動状況 

 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

食品衛生推進員委嘱人数 ６ ６ ６ 

活動報告件数 ２７８ １９９ １８２ 
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④ 食品安全講演会の実施 

年月日 内容・講師 参加者数等 

令和元年 

2 月１７日 

講演１：「食中毒を防ぐには」 

東京サラヤ（株） 西本 恭蔵 先生 

講演２：「ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理のメリットについて」 

公益社団法人日本食品衛生協会 鶴身 和彦 先生 

１１７人 

令和２年 

２月 
－ 中止＊ 

令和３年 

３月１日～

３月３１日 

講演１：「ＨＡＣＣＰに沿った衛生管理について」 

国立大学法人 山口大学 共同獣医学部教授 豊福 肇 先生 

講演２：「食中毒予防対策について」 

公益社団法人 日本食品衛生協会 技術参与 横田 久美 先生 

Ｗｅｂ配信 

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止 

 

⑤ ＨＡＣＣＰに基づく衛生管理導入施設数(令和４年３月３１日現在） 

 

 

   

(２) 食品の安全確保に関する体制整備と連携強化 

（平成 15年度開始 令和 4年度予算：360千円 市単独） 

【事業の目的･内容】 

食品の安全確保対策にかかる消費者・学識経験者・関連事業者等による検討や意見交換，

関係行政機関・関係団体の情報交換・連携強化を図るための会議・委員会を開催する。 

根 拠 法 令 等 主管課・グループ 

食品衛生法，食品安全基本法，食品衛生法第５０条第２

項の基準を定める条例，食品安全条例 
生活衛生課食品衛生グループ 

   

《実 績》 

① 食品の安全確保に関する会議の開催状況 

会議等の名称 概     要 開催状況 

食品安全 

団体連絡会議 

目的：食品関係団体の情報交換等連携強化による食品

安全確保対策の推進 

構成：食品関係団体（消費者団体，生産者団体，流通

加工者団体１０団体及び宇都宮市） 

令和３年７月 

食品安全 

懇話会 

目的：食品安全確保に係る方針や計画等の検討及び施

策への反映 

委員：消費者，学識経験者，食品関連事業者等１９名 

令和３年１１月＊ 

令和４年３月２３日 

＊新型コロナウイルス感染拡大防止のため書面開催 

 

 

年  度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

ＨＡＣＣＰ導入施設数 ４９ ８９ ９２ 
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② 食品の安全確保のための行動計画・監視計画の策定 

方針・計画の名称 概                要 

宇都宮市食品安全

推進計画 

趣旨：生産から消費に至る幅広い視野に立った食品の安全確保を図

るため策定した『第３次宇都宮市食品安全推進計画（平成３０

年度策定（令和５年度まで５か年計画））』に基づき，年度ごと

の実施事業・目標を設定し，計画的に実施する。 

宇都宮市食品衛生

監視指導計画 

趣旨：食品の安全を確保し，市民の健康保護を図るため，食品衛

生法第２４条の規定に基づき，監視指導の計画を策定し，食

品・施設の危害度に応じた効率的かつ効果的な監視指導を計

画的に実施する。 

 

（３） 食品健康被害の未然防止の推進 

（平成 8 年度開始 市単独 予算：２（１）「食品衛生監視指導の充実」にて計上） 

【事業の目的･内容】 

食中毒等の健康被害や不良食品の流通等が発生した場合の拡大防止措置，原因究明等を

迅速かつ的確に行うとともに,食品安全条例に基づく，以下の制度により不良食品の排除等

を一層促進する。 

・ 自主回収届出制度・・・事業者自ら不良食品を迅速かつ適切に排除できるしくみ 

・ 危害情報申出制度・・・市民自ら危害情報を申出し，行政対応を求めるしくみ 

・ 安全性調査制度・・・・効果的な調査を実施し必要な勧告等措置ができるしくみ 

根 拠 法 令 等 主管課・グループ 

食品衛生法，食品安全条例 生活衛生課食品衛生グループ 

  

《実 績》 

① 自主回収の届出報告（平成２０年度開始） 

 

 

 

② 不良食品等の届出及び調査の実施 

区     分 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

不良食品に 

関すること 

腐敗・変敗に関すること 6 5 0 

異物混入に関すること 40 25 31 

表示に関すること 3 5 16 

容器包装に関すること 0 2 0 

有症苦情 40 30 18 

その他 24 12 4 

施設に関する 

こと 

衛生に関すること 4 10 3 

そ族昆虫に関すること 1 4 2 

施設からの排水に関すること 1 0 1 

その他 13 21 13 

合  計 132 114 88 

年  度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 

届出報告件数 １ ６ １０ 
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③ 食中毒の発生及び調査の実施 

令和３年（１月～１２月）食中毒発生状況 

発生日 
喫食 

者数 
患者数 死者数 原因食品 原因物質 

原因 

施設 

摂取 

場所 

6/7 7 4 0 飲食店料理 
カンピロバクター・ジ

ェジュニ 
飲食店 飲食店 

計 7 4 0     
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